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学生は健康に関する知識や技能の習得に関し、健康科学 A または健康科学 B のいずれかを
選択必修として履修する。健康科学 A においては講義を中心として（実技含む）春学期・秋
学期に 1 クラス 85 名程度で開設している。健康科学 B においては実技を中心として（講義含
む）春学期・秋学期に「健康・体力づくり」「競技スポーツ」「レクリエーションスポーツ」








































































































対象者は全身麻痺の身体障害を有し、車椅子での移動手段が欠かせない男子学生 Y の 1 名
である。授業には母親が付き添いとして随行し、受講生とともに授業を受講しながら必要に応
じてさまざまなサポートを行った。
























（74） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 21 巻　第 1 号　（通巻 41 号）― 74 ―
（6）
表 1. 平成 27 年度　健康科学 B（保健コース）授業内容
回数 月日 担当教員 授業内容 場所 具体的内容
1 4月20日 全員 履修ガイダンス 体育館 前期14回の授業で取り組むスポーツ種目の決定を行い、授業計画を立てた。
2 4月27日 G.I トレーニング トレーニングルーム
肩、上腕部のウエイトトレーニングを筋肥大を目的としてそれぞれ10RM×3
セット、前腕部においては低負荷を限界まで実施













6 6月1日 K.H テニス テニスコート
ボール出しでフォアーとバック20分、ネット越しのラリー10分、シングルスと
ダブルスゲーム（4ゲーム先取）20分、テニススキルの見極め
7 6月8日 K.H テニス テニスコート
ボール出しでフォアーとバック20分、ネット越しのラリー10分、シングルスと
ダブルスゲーム（4ゲーム先取）20分、バックハンドの修正指導
8 6月15日 K.H テニス テニスコート
ボール出しでフォアーとバック20分、ネット越しのラリー10分、シングルスと
ダブルスゲーム（4ゲーム先取）20分
9 6月22日 G.I トレーニング トレーニングルーム
広背筋のウエイトトレーニングを10RM×3セット、体幹（主に腹筋群）を中心
に10×3セット、前腕部においては低負荷を限界まで実施
10 6月29日 G.I トレーニング トレーニングルーム
大胸筋、広背筋、肩のウエイトトレーニングを10RM×3セット、体幹（主に腹
筋群）を中心に10×3セットの実施
11 7月6日 C.F 卓球 卓球場
ラケットの種類と持ち方の説明、ペアで球つき、壁打ち、フォアハンドスト
ロークおよびバックハンドストローク1本打ち（右→左、左→右）
12 7月13日 C.F 卓球 卓球場
フォアハンドストロークおよびバックハンドストローク1本打ち（右→左、左
→右）、ラリーゲーム
13 7月20日 C.F 卓球 卓球場
フォアハンドストロークおよびバックハンドストローク2本打ち（右→左、左
→右）、サーブ練習、ゲーム（11点先取）






回設定した」の 4 段階で調べ、目標の達成度（設問 2）は「1．まったくうまくいかなかった
－ 5．非常にうまくいった」を両極とする 5 段階で測定した。また、包括的な授業への満足度






























る」が 7 個、「5．非常に当てはまる」が 9 個あった。よって、本授業を通じて新たな自己発見
という気づきがあったことがわかる。特に、（項目番号：1）運動技術向上のための課題への挑
戦、（3）運動 ･ スポーツの楽しさ、（9）週 1 回での運動技術の向上、（12）最後まで頑張る意
























からなっている。各尺度得点はリーダーシップが 4.0、挑戦意欲が 4.6、知恵と知識が 3.7、人
間性が 4.0 であり、挑戦する心の芽生え、課題への真面目な取り組み、ルール順守の内容から
なる挑戦意欲が最も高く、知恵と知識（指摘されたことの受容）が低かった。しかし、知恵と
























































































また、ポジティブ特性（設問 6）は 24 項目の設問項目であったが、ポジティブ特性項目に



































































チ ク セ ン ト ミ ハ イ，M． 今 村 浩 明（ 訳 ）（1980） 楽 し み の 社 会 学 － 不 安 と 倦 怠 を 超 え て
－． 思 索 社，（Csikzentmihalyi, M. 1975 Beyond boredom and anxiety. Jossey-Bass, Inc., 
Publishers.）
チクセントミハイ，M．今村浩明（訳）（1996）フロー体験－喜びの現象学－．世界思想社，


































文部科学省（2011）スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）第 1 章総則　基本理念 5．
Netz, Y., Wu, M.J., Becker, B. J., and Tenenbaum, G. (2005) Physical activity and psychological well-












































3）パラリンピック 2004 年アテネ大会ダブルス金メダル　2008 年北京大会シングルス金メダ
ル、ダブルス銅メダル　2012 年ロンドン大会シングルス金メダル　2015 年９月現在世界ラ
ンキング 1 位 42014 年全豪オープンシングルス準優勝、ダブルス優勝　全仏オープンシン
グルス、ダブルスともに優膀　ウィンプルドンダブルス優勝　全米オープンシングルス、
ダブルスともに優勝　2015 年全豪オープンシングルス準優勝、ダブルス優勝　全仏オープ































1. 全くうまくいかなかった 2. あまりうまくいかなかった 3. どちらともいえない 
4. ややうまくいった    5. 非常にうまくいった 
 
設問 3．全体的にみて、今回の授業に満足していますか。 
1. あまり満足していない   2. やや満足している   3. かなり満足している  
4. 非常に満足している 
 
設問 4．保健コースの授業を振り返って、感想を書いてください。（800 字程度） 
学部名：（        ） 
学年：（   ）年 
学籍番号（     ） 氏名：（         ）


















































































1 運動技術を高めるには、運動課題に挑戦することが重要であることに改めて気づいた　・・・ 1 2 3 4 5
2 運動・スポーツを通じると、友人を作ることが如何に容易であるかが分かった　・・・・・・ 1 2 3 4 5
3 運動・スポーツすることの楽しさを改めて知った　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
4 運動・スポーツを生活の中に取り入れることの重要性を再認識した　・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
5 運動・スポーツを楽しむためには運動スキルを向上させなければならないことが分かった　・ 1 2 3 4 5
6 自ら積極的に人に話しかけることによって友人が作れることが分かった　・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
7 本授業を通じて、「耐える」ということが如何に重要であるかを知った　・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
8 運動・スポーツをすることで、1日のメリハリがつくことが分かった　・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
9  週1回でもまじめに取り組むと、運動技術は確実に向上することを改めて知った　・・・・・ 1 2 3 4 5
10 自ら積極的に人とかかわると、新たな自己が開拓されていくことに気づいた　・・・・・・・ 1 2 3 4 5
11 上手な人や下手な人とも分け隔てなく運動・スポーツを一緒にやることが
重要であることが分かった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1 2 3 4 5
12 本授業を通じて、最後まで「頑張る」ということの意味が少しわかった　・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
13 身体を積極的に動かすことによって、体力は少しずつついてくることが分かった　・・・・・ 1 2 3 4 5
14 自ら積極的に人とかかわると、自分自身が一皮むけていく感じがした　・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
15 人と話し合うことの楽しさを改めて知った　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
16 「目標を設定する」ということの重要性が少し分かった　・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
17 運動・スポーツにおいては体力をつけることが如何に重要であるかが改めて分かった　・・・ 1 2 3 4 5
18 人と一緒に活動することによって自己の世界が広がっていくことを感じた　・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
19 身体を思いっきり動かして「挑戦する」ということの意義が少し分かった　・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
20 何事も基礎をしっかりと作ることが重要であることを改めて知らされた　・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
21 運動・スポーツをした日は、1日がどこか違うことに気づいた　・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
22 人と向き合っていくには自ら挑戦しないといけないことに気づいた　・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
23 思いっきり体を動かすことで、気分や感情がよくなることを改めて知った　・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
24 人とうまくやっていくにはルールやマナーを守ることの重要性に改めて気づいた　・・・・・ 1 2 3 4 5























































1) 挑戦しようとする心が一段と芽生えた　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
2) 課せられた課題に真面目に取り組むようになった　・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
3) ルールや約束ごとを守るようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
4) チームワーク（あるいは互いの動き）を考え、動くようになった　・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
5) だれとでも同じように接することができるようになった　・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
6) 積極的にリーダーシップを発揮できるようになった　・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
7) だれにでもサポートするようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
8) 人から指摘されることがあった場合、心から受け入れることができるようになった 1 2 3 4 5
9) 喜怒哀楽の感情をうまく表現できるようになった　・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
10) 物事をじっくり考えて動くようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
11) 他者に対しては謙虚に振舞うようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
12) 周囲の人のうまいプレイなどを見ていいなあと感じるようになった　・・・・・・・ 1 2 3 4 5
13) 心から「ありがとう」という言葉がスムーズにいえるようになった　・・・・・・・ 1 2 3 4 5
14) 失敗してもよいことが起こるだろうと前向きに考えるようになった　・・・・・・・ 1 2 3 4 5
15) 人生も勝たなければならないことに気づいた　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
16) 失敗やミスにはこだわらず、済んだことと捉えるようになった　・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
17) 周囲の人を笑わせることもできるようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
18) 自ら積極的に参加するようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
19) ものごとを理解していこうと、好奇心が旺盛になった　・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
20) 新しいことを学んでいこうという向学心が芽生えた　・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
21) どのようにした良いか、合理的に物事を判断することが多くなった　・・・・・・・ 1 2 3 4 5
22) いい考えを出すようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
23) どのような状況であっても、臨機応変にうまく対応できるようになった　・・・・・ 1 2 3 4 5
24) 根拠のある見通しが付けれるようになった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 2 3 4 5
